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浜松市教員育成指標見直しについて 

 

 

 

 

 

 

 



１ 現行の浜松市教員育成指標  （令和５年度〜） 
 
＜育成指標（補助）の種類＞ 
 
 
 
 
 
＜教員育成指標の６つの資質能力＞ 

指針※１で示された５つの柱を、課題や特徴を踏まえて観点を再構成し、６つの観点で整理している。指
針が示す「教職に必要な素養」を、教員養成期から普遍的に持ち続けているものと、キャリア段階に応じて
高めていくものの２つに分けて示し、前者を「教育的素養」、後者を「よりよい教育を進め、高める力」として
いる。 

 
 「浜松市教員育成指標」では、Ａ〜Ｆの６つの観点を並列的
に示すのではなく、右図のように、それぞれの資質能力を包摂的に
示している。 
 
 
 
 
 
 
＜キャリア段階＞ 
 「浜松市教員育成指標」では、教職生涯を「養成期」「基礎
期」「向上期」「充実・発展期」「深化・貢献期」の５つのキャリ
ア段階に区分している。また、指標は右図のように、キャリア段
階が上がるにつれ、これまでに身に付けた資質能力の上に新た
な資質能力を積み上げるイメージで作成されている。 
 
 
 
※１ 公立の公立の小学校等の校長及び教員としての資質の向上に関する指標の策定に関する指針 

指針※１が示した５つの柱  → → → 浜松市教員育成指標で示した６つの観点 
① 教職に必要な素養   → 「Ａ教育的素養」「Ｆよりよい教育を進め、高める力」 
② 学習指導        → 「Ｂ保育・授業を創る力」 
③ 生徒指導        → 「Ｃ子供と関わる力」 
④ 特別な配慮や支援を必要とする子供への対応 → 「Ｄ（文言はそのまま）」 
⑤ ＩＣＴや情報・教育データの利活用 → 「Ｅ（文言はそのまま）」 

・校長育成指標  （園長補助資料） 
・浜松市教員育成指標 （養護教諭補助資料、栄養教諭等補助資料、幼稚園教諭補助資料） 
・学校事務職員育成指標 
 

  

深化・貢献期

に獲得した資

質能力

充実・発展期

に獲得した資

質能力

向上期に獲得

した資質能力

基礎期に獲得

した資質能力

養成期まで

に獲得した

資質能力

←－－－－→ ←－－－－→ ←－－－－→ ←－－－－→ ←－－－－→

採用時まで 基礎期 向上期 充実・発展期 深化・貢献期



２ 教員育成指標見直しの背景 
 
＜教員育成指標の法的な位置付け＞ 

教育公務員特例法 第 22 条の 3 （校長及び教員としての資質の向上に関する指標） 
 公立の小学校等の校長及び教員の任命権者は、指針を参酌し、その地域の実情に応じ、

当該校長及び教員の職責、経験及び適性に応じて向上を図るべき校長及び教員としての
資質に関する指標を定めるものとする。 

 ２ 公立の小学校等の校長及び教員の任命権者は、指標を定め、又はこれを変更しよう
とするときは、第二十二条の七第一項に規定する協議会において協議するものとする。 

 ３ 公立の小学校等の校長及び教員の任命権者は、指標を定め、又はこれを変更したと
きは、遅滞なく、これを公表するよう努めるものとする。 

 
＜浜松市教員育成指標の変遷＞ 

平成 29 年 12 月 
   ・教育公務員特例法の改正（H29 施行）と「公立の小学校等の校長及び教員の発達段

階に応じた資質能力の向上に関する指標の策定に関する指針」の施行（H29）に基づき
初めて育成指標を策定 

   ・「校長・園長育成指標」と「教員育成指標」の２つを策定 
令和 4 年度末 （改訂） 
・「公立の小学校等の校長及び教員の発達段階に応じた資質能力の向上に関する指標の

策定に関する指針」の一部改正（R4）に基づき大幅改定 
・教員に必要な資質能力を６つに再整理 
・養護教諭、栄養教諭、幼稚園教諭の補助資料を新たに策定 
・学校事務職員の育成指標を新たに策定 

令和 6 年度末（一部改訂） 
 ・第４次浜松市教育総合計画に基づき、目指す教職員像に「こどもの自分らしさを受け止め 

る教職員」を追記 
 
<教員育成指標の見直しが必要な背景> 

 「第４次浜松市教育総合計画」の施行（R7〜） 
 ・教育総合計画に基づいた資質能力の再整理 
 「公立の小学校等の校長及び教員の発達段階に応じた資質能力の向上に関する指標の
策定に関する指針」の一部改正（R6 末） 

・校長、園長の「マネジメント」の強化 
・「学びの多様化学校」等への対応 
・特別な支援が必要な子供への対応の細分化 
 その他（多様化、複雑化する教育課題への対応） 



３ 教員育成指標見直しの方向性と視点 
 
１ 育成指標の「構造」はおおよそ変更しない 

 ・育成指標の種類 → 【提案】増減しない ※現在は７種類 
 ・育成指標の資質能力の項目 
   ◇校長・園長育成指標 → 【提案】要検討    

※現在は、４つの資質能力、１４項目で構成。指針をもとに構成を変更する方 
法もある。 

   ◇教員育成指標    → 【提案】変更しない  
※現在は６観点 ただし、各項目の文言については検討の必要あり。  
※現在の育成指標における資質能力の構造ならびに観点は、令和４年の指針の改正

に基づき作成したものである。 
   ◇その他補助資料   → 【提案】変更しない   
 ・キャリア段階  → 【提案】変更しない 
 
２ キャリア段階ごとの資質能力を高度化するか再確認 

 ・教員育成指標の観点 A（教育的素養）と観点 E（ICT や情報・教育データの利活用）
の資質能力を高度化していくか → 【提案】要検討  
※参照「指針や第４次浜松市教育総合計画等を踏まえた教員の資質能力の見直しの視点例」 

 
３ 校長育成指標ならびに教員育成指標の各資質能力を再確認  

 ＜校長育成指標＞ 
管理運営力 ・教育 DX の牽引とデータの利活用により学校改善を推進する視点 

・教職員の負担軽減や教育の質の向上を推進する視点 
人材育成力 ・働きやすさと働きがいのある学校づくりを推進する視点 

※参照「指針や第４次浜松市教育総合計画等を踏まえた校長の資質能力の見直しの視点例」 
＜教員育成指標＞ 
A 教育的素養 ・自身のライフ・ワーク・バランスを管理する力 

・多様な背景を持つ児童生徒の包摂の意識 
B 授業を創る力 ・子供の伴走者としての姿勢 

・個別最適な学びと一体的な学びの充実を構想する力   
D ならびに F ・誰一人取り残さない学級経営、学校経営力 
E ICT や情報・教育デー

タの利活用 
・「教育データを収集、分析し、客観的なエビデンスに基
づく指導改善を行うこと 

 ※参照「指針や第４次浜松市教育総合計画等を踏まえた教員の資質能力の見直しの視点例」 
 
【見直しの根拠となるもの】 
・「公立の小学校等の校長及び教員としての資質の向上に関する指標の策定に関する指針」 
・「第４次浜松市教育総合計画」 
・「浜松市教職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画」、各種法律、ガイドライン等 



４ 教員育成指標見直しの作業 
 
 １〜３を踏まえて、各担当課において、必要な資質能力について見直しを行う。 
 
教育委員会各課 見直す箇所 
教育総務課 教員育成指標 A、 
教育総務課（DX） 教員育成指標 E 
学校・地域連携課 教員育成指標 F―④ 
教職員課 校長育成指標、教員育成指標、学校事務職員育成指標 
指導課 教員育成指標 C、D 
教育支援課 教員育成指標 D 
健康安全課 教員育成指標 F―② 

養護教諭補助資料、栄養教諭等補助資料 
幼保運営課 園長補助資料、幼稚園教諭補助資料 
教育センター 校長育成指標、教員育成指標、学校事務職員育成指標 

養護教諭補助資料、栄養教諭等補助資料 
園長補助資料、幼稚園教諭補助資料 

 
※本日の推進部会終了後に、以下のエクセルシートを送付するので、各課で意見を集約し、８

月１０日までに教育センターに返信をする。 
 
 育成指標に関する各課の意見 提出書類

育成指標の種類 改訂内容 詳細　 課名

校長（園長）育成指標 一部修正 2-1「・・・」に「働き方改革」という言葉を入れ込んだ方が
よい。

教職員課

教員育成指標 変更なし 数年で学習指導要領が改訂されるため今回は改訂を見
送るべき。

教職員課

リストから選んでください。
課が担当になっている育成
指標には必ず意見を御記入
ください。

改訂箇所や修正内容が分かるようにお
書きください。改訂しない場合も理由
をお書きください。

リストか
ら選んで
ください。

８月１０日までに教育センター芹澤一史宛にガルーンでお送りください。
提出前に各課で決裁をとってください。
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【働き方改革の推進】
・教職員が働きやすさと働きがいのある学校づくりを積極的に推進して
いける風土をつくること
・教職員の心身の安全を確保し、生き生きと教育活動に専念できる環境
を整えること

【資料】
指針や第４次浜松市教育総合計画等を踏まえた校長の資質能力の見直しの視点例

【教育DXとデータの利活用】
・校内における教育DXを牽引し、教育データを収集、分析し、客観的
なエビデンスに基づいた学校経営の推進をしていくこと

【働き方改革の推進】
・教育DXを推進して、より積極的に教職員の負担軽減や教育の質の向
上に努めること

【多様性・包摂性】
・多文化共生、不登校、特別な支援が必要な子供など「多様な背景をも
もつ児童生徒の包摂」を学校経営の重要課題として位置づけ、そのため
の体制や整備を構築すること


